
平
成
お
年
度
地
域
福
祉
研
修

会
を
、
去
る
2
月
日
日
、
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
自

治
会
関
係
者
や
民
生
委
員
ら
伺

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
地
域
課
題
を
共

有
し
、
解
決
を
町
民
と

一
緒
に

考
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
隔

年
で
開
い
て
い
る
も
の
で
、
今

年
度
は
、
危
慎
さ
れ
る
大
災
害

で
被
災
し
た
場
合
に
設
置
を
想

定
し
て
い
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
テ

l
マ
に
講
義

と
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
数
々
の
被
災
地

支
援
経
験
の
あ
る

一
般
社
団
法

人
ウ
エ
ル
ビ

l
・
デ
ザ
イ
ン

（
札
幌
）
の
篠
原
辰
二
理

事
長
を
招
き
、
被
災
地
支

援
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
な
が
ら
、
設
置
す
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
を
指
導
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
話
の
中
で
、
地
域
の

福
祉
力
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
力
の
関
係
を
説
明
。

平
時
の
「
福
祉
力
」
を
最

大
と
す
る
と
、
災
害
に
よ

り
そ
の
福
祉
力
が
下
が
り
、

自
分
た
ち
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
状
態
に
な
る
。

こ
れ
が
災
害
。
こ
れ
を
元
に
戻

そ
う
と
す
る
の
が
、

「復
旧

・
復

興
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
補
う
も

の
が
、
町
外
か
ら
や
っ
て
く
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
支
援
力
」

で
あ
る
。
福
祉
力
が
戻

っ
て
く

る
と
支
援
力
も
少
な
く
な

っ
て

い
く
こ
と
が
理
想
的
で
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は、

こ
の
平
時
と
の
福
祉
力
と
支
援

力
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
回
復
す
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
整
が
必

要
で
あ
る
。

避
難
所
か
ら
の
声
で

「あ
の

頃
は
豚
小
屋
の
ブ
タ
だ

っ
た
：
・」

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

一
部
の
避
難
所
生
活
で
は
、
食

事
は
用
意
さ
れ
、
自
分
達
で
も

で
き
る
気
晴
ら
し
の
洗
濯
、
掃

除
で
さ
え
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

奪
わ
れ
て
い
ま
い
、
物
を
与
え

ら
れ
る
だ
け
の
生
活
で
あ
っ
た
。

た
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
労

力
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、

生
活
に
着
目
し
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
支
援
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
「
泥

出
し
」
「
炊
き
出
し
」
「
物
資
支

災害ボランティアで常に意識しなければならないこと

－ヨ翠堕霊璽~ヨ－ヨ爾軍費En璽・・

暮らしの全体を支える

・物理的側面
・経済的・労働的側面

・社会関係的側面

・契約的側面

・心理・精神的側面
・健康・身体的、生活技術的側面

・泥出し、片付け作業 ・炊き出し ・物資支援

・遺留品洗浄 ・避難所支援 ・要援護者のサポート

・入浴支援 ・病院送迎 ・移動支援 ・引越し手伝い

・心のケア ・就業支援 ・元気づけ行事

・よろず相談、話し相手、寄り添い支援 ・買い物代行

・通訳、翻訳、点訳、手話 ・わかりやすい情報提供

・申請手続き支援 ・託児・児童保育や児童館支援

・学習支援、子どものサポー ト ・ダニ駆除 ・消臭

・洗濯支援 （ふとんや衣類） ・サロ ン、 場の提供

・資材提供 ・ペッ トの世話 ・大工ボランティア

・個別のニーズ対応（ア トピ一、糖原病等）
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